








か工夫しながらやっていけるん違うかなと。こういうこ

とはお店をやることによって、より明確にわかったよう

に思います。ですから考え方をハッキリ通すという意味

では，お金の問題もありますが、ぶれないことがものす

ごく大事です。

100 人いたら 100 人に満足いくような商品はないわけ

で、100 人のなかのたったひとり、この人のために商品

をつくる、くらいの気持ちで僕らはやってます。京都の

中のひとりの人のためにつくるいうても、世界中を探せ

ば、それは何千人、何万人になります。いまはネット社

会ですから、そうしてちょっと旗を立てれば、ほしい人

のほうからみつけてくれる。

昔なら、旗を立てても「旗立てましたでぇ」いうて、ま

たお金かけてチラシをまいたり広告したり雑誌に載せた

りしなあかんかったんです。それがいまやったら、ピッ

と旗立てたら、それを見た人から人へ、すごい数でワァ

ーッと広がるのがネット社会の利点です。ですから、そ

の辺のことをお客さんとの話し合いのなかで高めていけ

たら、売れたら売れたで僕らも非常にうれしいわけです。

大石　補足しますと、デザイナーでありお店もやってる

大野さんところはいま「カンパニーのとなりにデザイナ

ー」というより「カンパニーのなかにデザイナー」、つ

まり一体化してる。それだけ責任もおありだと思います。

次は藤原さんに伺います。デザイナーは理想を語りがち

だと思うのですが、それがともすれば一人よがりになる

こともある。そのあたりでご経験を通し、こんな失敗が

あったという例があれば。

ギャラの問題に迫る

藤原　失敗談は数多いんですが（笑）。先ほどからアー

ティストとデザイナーの違いということが話に出てま

す。デザイナーにはクライアントがあって、与えらえた

テーマで仕事をさせていただいて、その対価としてギャ

ラが発生します。たいてい、いつもトラブるのはギャラ

ですね（笑）。

クライアント側が、いいデザイナーはギャラが高いと思

っておられる場合は説得もできるのですが、アドバイス

するくらいタダやろ、という方もおられます。デザイン

には商品づくりの資材代や印刷代というハードがつきも

ので、しかもデザインよりハードのほうが高くてね。お

まけに資材や印刷代は、たとえば 3000 つくるより１万

と、たくさんつくるほど一個あたりのコストがはるかに

安い。お客さんはつい目先の数字に目を奪われて、生産

計画も販売計画も立てずに多めに発注しがちです。で、

一個 50 円で１万個作れば 50 万、それにデザイン代が

10 万としましょうか。それだけ先行投資して、売れな
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かったやないか、デザインが悪い、デザイナーが悪いと。

こういうケースが多いんです。

大石先生も言われた通り、失敗を次のステップの教訓に

できればいいのですが、日本人はどうも儲かったこと、

成功したことしか覚えていないところがある。私は成功

より失敗のほうが多くて、その一番の理由は、クライア

ントとデザイナーのコミュニケーションがうまくいって

なかったことだと思います。

デザイナーって、メンタルな面で「やったろか」となり

やすい。いま手持ちの資金がこれだけしかないと聞けば、

それならその範囲で、できる限り最大限の絵を描いてあ

げたいと思う。「絵を描く」というのはヴィジュアルの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京野菜かね正 / 京野菜漬物ギフトセット

ことではなくて、それにまつわる全体構想を練り上げる

という意味です。で、ああやろか、こうやろかと何日も

頭を悩ませてるわけです。

でもそれが、コンサルという名前がつけば、コンサルの

先生には何十万も払う。低迷する京都の和装企業でコン

サルを導入したところも多いようですが、それで何をし

てもらえるかといえば、マスコミに出る情報をピックア

ップして冊子にする、それが提供される。まあ、それが

すべてではないでしょうが、しかしその冊子制作を請け

負っているのはグラフィックデザイナーで、コンサル料

のうちの一部からデザイン料が支払われる、こういう構

造です。

大石　そうですね。トラブルの原因のひとつにギャラの

問題があると。藤原さん、たとえばある商品が、デザイ

ナーにお金をかけたにも関わらず売れなかった、そこで

クレームが出る。それはデザイナーとして、責任がある

のかないのか。

藤原　基本的には、ないですよね。そんなに好き勝手に

つくらせてもらってるわけじゃないですから。

売れなかった商品とデザイナーの責任

大野　いやあ、僕は「ない」と言い切れない気もするな

あ。売れなかったのはデザインやのうてお前とこの問題

や、となってしまうところのズレが、カンパニーとデザ

イナーというお隣同士の間に潜む課題のひとつかもしれ

ない。

どれだけ責任をもてるのかは僕もわかりませんが、ひょ

っとしたら仕事を続けることに意味があるのかなとも思

う。仕事って一、二回やっただけではうまくいかないこ

とがいっぱいあります。そのなかでお互いきびしく言い

合ってでもいいから、人間同士つながることがすごく大

事なポイントかもしれないです。

僕は、デザインをする以上はデザイナーには責任がある

と思うんですよ。赤にするか黄色にするかをデザインと

してとらえるのではなくて、自分で店をやってわかった

んですけど、販売方法からショップでのお客さんとのや

りとり、ネットでの表現方法、広報、さらに資金の問題

まで、それらを全部管理できる、つまり市場のなかでデ

ザインできる、いうのが僕らグラフィックデザイナーの

役割やないか。実際できてるかどうかは別ですよ。でも

本来それをやっていくのが仕事であって、赤にするか黄

色にするかという問題はそのなかの一部分。それも、売

るためには黄色やない赤やで、ということが連なってる

わけで、パッケージならパッケージデザインだけを取り

出して評価する風潮があるから誤解されやすい。

とはいえ商業デザインですから、売れなかったら全責任

があるとは言いませんけど、最低五分五分の責任はある

んやないか。向こうもこっちも、お互いの悪いところ、

至らなかった点を反省しながら次へ向かっていく。そう

でないと、ただパッケージの色がどうこうでお茶を濁し

てたんでは、昔の「絵を描く先生」みたいなイメージか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　好之 / アートディレクター
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ら離れられない。昔もいまもヴィジュアルで表現するこ

とに変わりはなくても、それだけやなしに売れるとか、

売れなくても好感を持たれるとか、情報を入手しやすい

とか、そういうことを目的にするのが僕らの仕事やから、

やっぱり責任はあると思います。

大石　いまの大野さんのお話で気づくことは、デザイナ

ーというよりもディレクターとして、自分たちが絵を描

いた周辺の問題も含めて関わっていくんだと。むしろ積

極的に関わっていくことが、現在のデザイナーの仕事だ

と。藤原さんもずっとそれをやっておられて、皆さんも

お気づきだと思いますが、デザイナーというのは絵を描

いたりコンピュータを扱うだけではない。それはひとつ

のツールに過ぎず、それしかできないのではどうも具合

が悪いね、というのがデザイナー側の課題のような気が

しています。でも結論は急いではないです。

ではもう一度マイクを回します。尚雅堂さん、デザイナ

ーと一緒に仕事をやっておられていかがですか。

デザイナーは待ってるだけ？

松尾　失敗談で思い出すのは、個人でされてる女性のデ

ザイナーの方と半年くらい、便箋のグラフィックをやり

とりしておりまして、こちらも悪かったんですが、紙の

選定やコストがうまく折り合わなくって仕事の間が空い

てしまったんです。そうしたら「この辺で一段落させま

しょう」というお手紙と請求書が届いた。私は初めての

経験だったので非常に申し訳ない気持ちでお電話もし、

またやりましょうと言いつつも、そのままになってしま

いました。そういう経験をして思うのは、日頃のおつき

あいもしなあかんかなと。私とこでは、資材関係のお取

先も仕入れ先も、常々は継続したおつきあいをしていま

すが、デザイナーさんとのおつきあいは単発です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾　安浩 /（株）尚雅堂

僕はデザインを頼むということは、覚悟をどう決めるか

ということやないかと思ってるんです。先ほどのデザイ

ナー責任論で、大野さんのお話を頼もしく思いましたが、

デザイナーの責任は本来は藤原さんのスタンスやと僕も

思ってたんです。それはデザイナーが責任をもたないと

いうことじゃなくて、そこまではがんばるから、あとは

企業なりお店がしっかり売れよと。それしかしゃあない

と思てました。こちらもできるだけ言いたいことは言っ

てやるんですけど、でも結果として売れればいいですが、

在庫が残ることもある。

うちの場合も便箋とか封筒とか細かいものを扱いますか

ら、販売価格に合わそうとしたら相当数つくらないとい

けない。なので、そういう場合は覚悟を決めて取り組む。

自分でやる場合は、ある程度の無難な売れ線で数字をは

じいてつくることができるんですが、デザイナーを入れ

るということは、新たな主張をとり入れつつバランスを

とりながらやっていかなあかんので、お店に出してみん

と売れるかどうかわからへんことが多い。

私もデザインというものを前向きにとらえて必要として

います。というのは、大野先生からもあったように、も

のをつくっただけではもう売れないんです。私たち自身

でも、日頃どうしても必要なものって、ほとんどないで

すよね。それでもなおかつ買ってもらうためには、それ

ぞれの商品にストーリーがあったり、これはこういう場

面でこういうふうに使ってください、こういうふうに人

に贈ったら喜ばれますよ、といったメッセージも含めて

お客さんのもとに届けないと、売れなくなってきたなと

感じています。それは、僕らが二、三人で考えてるだけ

では商品として完成しなくなったということでもありま

す。

以前なら、ラベルでもどっかのカッコイイものを真似し

たり、自分でいろんな本を見たりして、それで十分やっ

ていけてたから、デザイン代をわざわざ払うのはもった

いないという気持ちでした。でもいまは、それではお

客さん満足度が上がっていかない世の中になってきてま

す。決して華美なデザインが必要なわけではない。昔か

らずうっとあるものをそのまま売るにしても、いまの時

代の気分にぴったり合ったものにして提案する。こうい

う場合、大企業はいくらでもノウハウがあるでしょうが、

うちみたいな中小零細がものをつくって、それをお客さ

んに支持してもらうためには、デザイナーさんと組んで

力をもらうことが非常に必要やなと思ってます。

ただね、デザイナーさんからは、日頃の情報発信ってな

いですよね。たとえば「こんなんできましたが、どうで

すか」とか、「おたくにこんなデザイン、どうでしょう」
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　　　　　　　　　　　　　尚雅堂 / 京都デザイン賞 2010 入賞「写経セット」

みたいな自発的な提案ってないじゃないですか。基本は

待ってはるだけですよね。ですから僕らは、そういう自

発的な提案もいただけるような、そんなコミュニケーシ

ョンがあったらええなとは思います。

大石　最後の話、すごく気に入ってます。待ってるデザ

イナーはあかんで、いうことやと思うんです（笑）。ほ

んま待ってはるだけ、いうのはようあるんです、電話の

前で。「最近、全然仕事きいひんわ」いうけど、電話の

前で待ってたってきいひんやろ、いう感じです（笑）。

まさにその通りでね。デザイナーいうのは、言われたも

のをつくって、ハイできましたでは職人と一緒なんで。

そうやなくて「おたくにはもっとこういうことが必要か

もしれませんね」と、日頃からお茶でも飲みながら話し

てね、そうして新しいものをつくりあげていく、そうし

てつながることが必要でしょうね。

だんだんデザイナーの立場が悪くなってきました（笑）。

丸二さんのほうにも、そういう事例はありますか。

デザイナーと企業のつきあい方

西村　私は最近デザイナーさんと関わるようになったば

かりなので、まだ経験はないんですが、どこまで深くつ

きあうかによって変わってきそうですね。

うちでコンサル契約をしているデザイナーさんには、経

営に参画してもらう、まずうちの仕事の中身を知っても

らって、それに対して売り上げがどれくらいで、将来的

な方向性まで話し合って、ではどういうブランド戦略や

販売戦略をしていくかといったトータルに見てもらう方

向で契約しました。現時点では費用対効果はまだ全然見

えないですし、そういう意味では払い過ぎかなと思うと

ころもありますけど、そこはたぶん長い目で３年５年見

据えて我慢、いうのもおかしいですけど、まあそれから

判断しようかなと思てる次第です。

大石　デザイナーが絡んだからどれほど儲かったかとい

うと、数字にはなかなか現れにくいですよね。ですから

おっしゃるように、できるだけおつきあいしていくなか

で、デザイナーもいろいろ勉強しなあかん。いろんな企

業さんの特徴をとらえながら、何をどうデザインするか

も含めてですけど、長い目でおつきあいしていただいて

るのはありがたいと思います。

いろんなお話が出てきました。田中さんに伺います。今

後デザイナーが必要でしょうか。

田中　いま私が着ておりますのは夏物の生地のジャケッ

トで、絹 100％やから、ものすごく軽くて夏は涼しいで

す。帯地は硬いものですが、それを柔らかくします。こ

れはデザイン賞に出品したものよりさらに柔らかくグレ

ードアップして、実際の販売に向けて改良しております。

同じシリーズで、冬物のジャケットもございます。

それからデザイナーに関してですが、帯屋の立場でいえ

ば、デザイナーさんがもし待ってはるのであれば（笑）、

西陣自体が職人もどんどん減っている状況ですので、印

刷物をつくられるセンスで織物を建築素材の一部に使う

とか、何かそういう使い方の提案をいただければ。たと

えばこの部屋でも、屏風に吊り下げて何かするとか、ど

んな形のものでも、たとえ小物でも、何かご提案がもら

えれば、私たちももっと職人に仕事を出していくことも

できます。

といいますのは、外国の方は帯の生地をうまくタペスト

リーに使われたりします。それを見てると、日本人は使

い方が今ひとつうまくない。北野の天神さんでハギレを

買って、上手に使っておられるのは外国の方で、日本人

は私たちも含めてまだまだ使いこなせていないように思

うんです。

日頃皆さんが扱っておられる紙ではなくて、ボリューム

のある織物で、何か新しいことはできないか。もし皆さ

んが待っておられるのであれば、お互いの分野でキャッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚雅堂の紙工品
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チボールができればいいかなと思います。

この洋服をどうするということは、あとは形だけの問題

です。機屋がすべて、こういうことができるかというと、

できないかもしれませんけど、私どもはやっていこうと

いうつもりです。先日も展示会の片隅に飾らせていただ

きましたら、こんなんどこにもないからと６枚ほど販売

できましたので、出していけば売れるんやなあと少し自

信ができました。

ですので当面の最大の課題は、帯の生地をどう使うかを

デザインすることです。西陣のためにも、何か考えてい

ただければありがたいです。

大石　はからずも仕事が舞い込みそうです。服のデザイ

ンでも素材提供をされてるわけですからね。帯地を素材

と考えれば、使い道をもっと広げられるチャンスがある

かなと思います。

もう一度木下さんに伺います。藤原さんとすでに商品開

発をしてこられたようですが、今後デザイナーと一緒に

こんなことやりたい、ということがありましたら。先ほ

ど在庫が残るようなデザインしてほしくないとか言うて

はりましたけど（笑）。

木下　いやいや、あれはもっと古い話なんで。私どもは

食の世界ですので、今後新しい商品つくるにしても、新

しい詰合せをつくるにしても、あるいは中元歳暮、いろ

んな場に出ていくためには、デザイナーさんとのおつき

あいは切り離せないと思うてます。

制作から販売まで、デザイナーがコーディネイトするべ

き面もあるんじゃないかというお話がありました。それ

はそうしていただければありがたいし、いまも藤原さん

からは「こういう通販会社から話が来てるよ、あの商品

をこういう形で出してみたらどうや」などと声をかけて

もらってます。こういう横のつながりやアフターケアと

いう面でも、デザイナーさんとのおつきあいは当然して

いかなければ、われわれの将来はないんじゃないかと思

います。

先ほどのコストの問題にしても、藤原さんからは「コス

トいうてもしれてるんやから、これくらいにしといたら」

とアドバイスをいただいてます。ですから簡単な印刷物

ひとつにしても浮気せずにお願いするという、そういう

信頼関係を私はもってるつもりです。皆さんもこれから

そういう信頼関係を保つことによって、こういうことや

ったらあそこに言うたったらどうやと、デザイナーさん

と企業さんお互いの信頼関係で、いろんな新しいものが

生まれてくるんやないかという希望はもっております。

大石　ありがとうございます。だんだん突っこんだ話に

なってきて、もっと続けたいところですが、残念ながら

限られた時間です。ギャラの問題も、もっと突っ込んで

話したいし、失敗のなかからこそ何かが生み出せるはず

なので、掘り下げた話をしたいともともと思っておりま

したけども、時間に限りがあります。いっぺんこの辺で、

会場からのお声をいただきます。

デザインの賞味期限と寿命

会場（濱田）　いつもお世話になってます。京こらぼの

濱田といいます。デザインについての質問ですが、デザ

インの寿命もしくは旬、そういったことをどのように頭

に入れてつくっておられるかをおたずねしたいです。

大石　デザインの賞味期限ということでしょうか。デザ

イナーからどなたかお願いします。

大野　難しいですね。というのは食べものでいえば、た

とえばバレンタインのチョコレートには毎年の旬があり

ます。一方で赤福や生姜板は、ずうーっと普遍ですよね。

デザインの旬は、年がら年中 365 日使うものと、特別な

その日だけのものでは、デザインの手法自体が違います。

長寿命の商品については、あまりことを語らずに商品だ

けを売っていく。でもバレンタインデーのチョコであれ

ば、味がどうこうやなくて、今年のバレンタインはこう

だと、ことを語るほうが売れそう。そのやり方を間違え

たら旬をはずしてしまう。バレンタインのチョコレート

が、毎年終わってみれば同じところの商品が売れてると

いうのは、売り方やデザインがちょっとずつ変わってる

から。でも赤福や生姜板は、変わらへんのが旬で、変わ

ってもろたら困るみたいなとこがある。商品によって旬

は変わってくるような気がします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野氏が経営する「裏具」の店舗
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松尾　デザインを頼むわれわれの側からいえば、パーマ

ネントデザイン的な、いわゆるスタンダードなデザイン

をお願いした場合は、本当に売れんようになるまでしゃ

ぶり尽くすというか（笑）、そこまで使い切りたいです。

うちの商品のデザイン寿命でいえば、何十年というもの

はないですが、10 年以上同じデザインというものはあ

ります。

ただこれはデザインに限らずですが、商品の鮮度という

のは確かにある。市場に出さずに置いておくと、つくっ

たときから何かしら劣化が始まっており、やはりできる

だけ早く世の中に出したいです。そうして反応を見て、

世の中の空気感とズレたときに寿命が終わるというか。

ですから要は、商品の最初のコンセプトですよね。長く

使いたいのであれば、そういうふうにつくるし、いまの

気分に合うものでいきたいなら、そういうふうにプロに

任すと。それをやってくれはるのがプロフェッショナル

じゃないですかね。

大石　話がおもしろくなってきました。会場におられる

デザイナーの田中さんにお聞きします。デザイナーとい

うのは、自分がデザインした作品は永遠であってほしい

という願いもある。パーマネントデザインでありたいと

ね。でも、ものによっては非常に流行が激しいのもデザ

イン、その辺いかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パネラーへの質疑応答タイム

会場（田中）　京都デザイン協会の田中です。おっしゃ

る通り、自分がデザインしたものが永遠に生きててほし

いという気持ちは確かにあります。そこで旬の話ですが、

やっぱり寿命はあると思います。とくに私はグラフィッ

クのなかでも、もっともっとクライアントに頼りきって

る（笑）広告デザイナーなんで、広告デザインの場合は

まさに旬というか、食べ頃が歴然とあって、世の中の流

れにかなり依存してます。

いまの広告の分野に関して言いますとね、表現にも流行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中さん / 京都デザイン協会

があって、それに乗っかってる部分がすごく大きい。つ

まり表現手段においても、皆さんが言われる売り方に近

い部分があって、そこをはずしてしまうと、あるいはキ

ャッチコピーの訴求ひとつでも失敗すると、インパクト

がない広告として役に立たない。ですから広告の僕らの

分野では、しっかりと旬があります。

大石　広告は、むしろ旬がないとだめなわけですね。ま

だまだいろんな切り口で、いろんなご意見があろうかと

思いますが、質問された濱田さん、いかがでしょう。

ほかに会場からいかがですか。仕事を頼みたいが、誰に

頼んだらいいのかと言うてくれはるとうれしいですけ

ど。

デザイナーは社会に役立つ仕事

会場（高橋）　初めて参加させていただきましました。

僕は木工芸の職人というか作家をするかたわら京都伝統

工芸大学校の先生をするかたわら、南丹市のＮＰＯ法人

「京都匠塾」という、伝統工芸の産業の斜陽でわれわれ

職人仲間・学校卒業生も食っていく術がみつからないな

かで、何とか自分たちで道を切り拓こうと卒業生を中心

に束ねて、６年前に工芸の業界活性化のための活動をす

る集団を立ち上げました。いまは南丹市を拠点に、もの

づくりのすそ野を広げる体験教室をしたり、毎年京都の

ホテルで展示会を開いたりと、いろんな取り組みをして

おります。

「マイ箸マイ茶碗プロジェクト」というのが南丹市では

流行っています。これは自分でつくったお箸とお茶碗で

食事をしようというもので、すでに南丹の人口の一割に

参加していただきました。ほかに鉛筆削り大会とか、い

ろんなことをやってます。

僕はデザイナーでもありますので、木工では自分でもつ
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くりますが、デザインをして職人に頼むこともあります。

またディレクターの役割、イベントのプロデューサー役、

あと教育者でもあります。2012 年４月に「京都美術工

芸大学」が開学します。そこで専任講師をすることにも

なってますのでよろしくお願いします。

きょうはおもしろくお話を聞いてたんですが、結局は価

値観の問題だと思うんです。カンパニーとデザイナーの

価値観が、まだマッチしてないですね。デザインをして

も、そこにどれだけの価値があるのかが見えていないと

いうか。

われわれの場合もまったく同じで、たとえばテーブルを

つくってほしいという依頼がある。「材料費は？」と聞

かれて「２万くらいですかね」というと、「ああ、では 2

万 5 千円くらいでつくってもらえますか？」となる。「と

てもじゃないけど制作費 5 千円では無理ですよ」「では

いくらくらいで？」となって、「４、５日はかかると思

うので、５万から７万は制作費を見てもらわないと」「で

は９万？」「いや、デザイン料もそこにかかるんで」い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋さん / 木工芸作家

うたら「もうよろしいわ」（笑）となるんですね。

職人のところまではまだ見てもらえるんですけど、デザ

インにお金を払うことについては見てもらえない。日本

の社会というのは、そういう文化なんやと思います。そ

れを一般の方にも、デザインするにはお金もかかるし時

間もかかる、頭も使うということを理解してほしいし、

職人の手に時間がかかることもまだまだ知られていな

い。

僕らは昭和の時代に教育を受けてきた世代ですので、と

にかく金稼いだ者が勝ちやと。勉強するのも、ええ会社

に入ってええ金稼ぐためやと、そういうなかで生きてき

たんですが、いまの若者はそういう価値観ではなくなっ

てきています。もっと心の豊かさを求めてるおり、金稼

いだ者勝ちではなくて、社会のために役立った者勝ちや

と。

デザイナーというのは僕は、そういう意味では非常に社

会に貢献できる、心の豊かさを与えたり社会の問題を解

決していける職業やないかと思うのです。ですので、そ

の価値観が広がっていくように、きょうのような話し合

いの場や発表の場がもっと広まればと思うてます。

僕自身も「30 年後のものづくり」というシンポジウム

の第一回を先日開きました。今後 30 年間、来年は「29

年後のものづくり」、次は「28 年後のものづくり」と

2040 年、僕がちょうど 70 歳になるまで、きょうの大

石さんのようなコーディネイター役として、毎年南丹市

でやるつもりです。きょうみたいなおもしろい話し合い

にしたいと思てますので、ご参加いただければありがた

いです（拍手）。

歩み寄るための一歩を

大石　私に代わって締めていただいたようで、ありがと

うございます。僕は建築をやってますが、建築の協会で

は料率があって、ギャラの取り決めがあります。そうい

う一定の基準をつくるのも、ひとつの方法かなと勝手に

思ったりしています。

仕事に関する問題の７、８割は、じつはギャラの話かも

しれない。デザイナーにとっても問題ですが、仕事を頼

む方にとってもおっかなびっくりで、そこがネックにな

っている。先ほども「払い過ぎかな」という声があった

ように、デザインの価値を数値化できないために放った

らかしになってるところがあります。しかしいいお隣さ

んになっていくためには、一緒にやらせていただくにあ

たって、僕も霞を食うてるわけにもいかんので、だいた

い一週間に一緒に酒飲めるようにこれだけ払うて、みた

いなある種のしきたりのようなものをデザイナー仲間で

考えていかないといけない。ギャラの話はデザイナー同

士でも喋りにくいです。「いくらもろてるのん？」とか「い

くらもろた」いう話は、とくに京都人は言いたがらない

ので、かえって話が進まない。では、ほかに何かあれば。

藤原　先ほどの工芸の高橋さん、非常にいいお話でした。

材料代、職人代は理解されても全体のデザイン、つまり

一番大切なものにお金が払われない。

お寿司屋さんに「時価」とあります。いくら取られるか

わからない。それと対照的なのが 100 円ずし。いまやフ

ァミレスを追い抜いて大盛況ですが、私はこの食文化は

乱れてると思うんです。安けりゃ何でもいいのかもしれ

ないが、アフリカの湖でとれた白身魚が平目もどきにな

ったりしてる。じつはいまグラフィックデザイナーが抱

える問題と、食文化における 100 円ずしは相通じるもの

    20

DIALOGUE2012



があって、将来的に非常に不安が募ります。

先ほどもデザイン協会の田中さんがおっしゃった通り、

グラフィックデザイナーの業界は風前の灯火です。いま

はコンピュータのソフトを使えば、「デザイン」らしき

ものは誰でもできる。チラシやＤＭは一般の人が自分で

つくれます。でもわれわれの価値というのは、クライア

ントとともに経営まで突っ込んだ話をして、デザインに

関わる全体をアドバイスできる、そうところにあると思

うんです。なのにその価値がどっかへ追いやられて、安

けりゃいいという時代になってる。そういうなかで高橋

さんのお話は、いいご意見だと思いました。

大石　志は高くありたいものです。自分たちがつくった

ものはパーマネントデザインでありたいという夢はすて

ないで、でも時代を風靡するのもデザインの力です。だ

からといってデザイナーはひとりでは何もできない。デ

ザイナーを必要としてくれる環境がいるわけですから、

結論というわけではありませんが、どこかで歩み寄る、

あるいは維持していくノウハウを身につける必要がある

かと思います。

クライアントさんのほうも、デザイナーの苦悩なり目指

しているものをご理解いただきながら、それこそ一緒に

なって共同作業ができる環境をお互いの歩み寄りでつく

っていく必要がある、ということで、とりあえず本日の

結論にしたいと思います。

予定の時間を若干過ぎましたが、これで第 32 回京都デ

ザイン会議を終了します。ご静聴ありがとうございまし

た。

さいごに

才門　大石先生、どうもありがとうございました。いろ

んな意見が出ました。私もまだまだお伝えしたいと思う

こともありますし、続きはこのあとの懇親会の席上で、

どんどん意見をぶつけていただければと思います。

それでは京都デザイン協会の奈良理事長から、きょうの

感想も含めてひと言いただきます。

奈良　きょうはお寒いなかを多くの方々にお集まりいた

だき、ありがとうございました。たくさんのパネリスト

の皆さんをお迎えして、少しずつしかお話しいただけな

かったと思いますが、でも大石先生のうまいリードで、

こちらで聞いていてとてもおもしろいお話、また身につ

まされるデザイナーとクライアントさんとの関係、これ

からどのように再構築していけばいいかを考えるいい時

間になったと思います。

　　　　　　　　　　お礼の言葉　奈良　磐雄 /（社）京都デザイン協会理事長

お手元の封筒には昨年のデザイン会議記録冊子が入って

います。昨年は３月 11 日、まさに東日本大震災が起こ

った日、その時間に、重要文化財の杉本家で、それを知

らずに会議を進めておりました。終わってから、えらい

ことになったと知った次第です。

それからの一年間で、われわれ日本人の価値観、とくに

ものに対する価値観が大きく変わってきたように実感し

ております。人と人の信頼と絆、助け合いの心、思いや

りの心というベーシックな部分でつながれるかどうかと

いうところが、これからの豊かな時代をつくる「肝」に

なるのではないかと思いますし、そういう人間関係をつ

くって行くためのデザインであることが必要だと思いま

す。

きょうここにお集まりいただきました皆さんとともに、

人が人を呼ぶかたちで今後ともおつきあいを広げ、それ

ぞれのプロフェッショナルな部分を生かして、豊かな時

代をつくっていければと願っています。

本日はとりあえずこれにてお礼のごあいさつとさせてい

ただきます。お寒いなかをお越しいただき本当にありが

とうございました。

才門　本日、特別ゲストの西陣田中伝代表田中慎一様、

㈱七條鮒定専務取締役木下敬晴様、ありがとうございま

した。そしてパネラーの㈱尚雅堂代表取締役松尾安浩様、

㈱丸二代表取締役西村和紀様、㈱グッドマン代表取締役

大野好之様、㈱メディアホワイト代表取締役藤原義明様

、ありがとうございました。これで第 32 回京都デザイ

ン会議を閉会させていただきます。皆様ありがとうござ

いました。（了）

21

DIALOGUE2012



　　　　　

    22

DIALOGUE2012

社団法人京都デザイン協会　機関誌　DIALOGUE2012

　
テーマ　京都デザイナーの未来
　　　　～デザイナーと企業の出会い～
発行日　平成２４年３月３１日
発　行　京都デザイン関連団体協議会
議　長　三輪　泰司
副議長　奈良　磐雄
　　　　才門　俊文
　　　　大石　義一
　　　　川口　凱正
　　　　藤原　義明
　　　　小山比奈子
　　　　大野　好之
　　　　永田　義博（撮影担当）
　　　　山岡　敏和（撮影担当）
　　　　黒田　正子 / 株式会社ワード

事務局　社団法人京都デザイン協会
　　　　〒604-8247
          　　京都市中京区塩屋町 39（三条通小川北西角）
　　　　TEL 050-3385-8008
    　　　 FAX050-3385-8009 

実行委員長
実行委員

会議記録



        ○日時 / 平成 24 年 2月 17 日（金） /15:00̃17:00
　　　　　              ○会場 / 旅館　銀閣
○主催 /京都デザイン関連団体協議会 /（社）京都デザイン協会
                                        ○後援 / 京都府　

第 32回京都デザイン会議

京都デザイナーの未来～デザイナーと企業の出会い～

D  I  A  L  O  G  U  E  2  0  1  2


